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【対象機器】

【作業内容】(例）

現在の保管状況 ①現地抜油 ②付属品取外し

取外し作業後の重量及び寸法

重量：3,710kg

寸法：幅1,400mm　×　奥行2,600mm　×　高さ2,100mm

抜油装置 マシンハッチ

寸法：幅1,300mm　×　奥行1,800mm

搬出用エレベーター

寸法：幅1,100mm　×　奥行1,800mm

積載重量：1,200kg

初期充填油量：1,970ℓ 放熱器×3台

200ℓドラム缶×11本 （ 95%抜油　2,807kg） コンサベータ×1台他

総重量　7,700kg 抜油後重量　4,893kg 搬出するためにはトランス筐体切断及びコア分解が必要。

③現場除染（気化溶剤循環抜油） ④トランス筐体切断 ⑤コア抜出 ⑥コア分解

液循環除染×1日、気化溶剤循環抜油×20日の運転。

目標PCB濃度500ppm。

洗浄溶剤使用量：約1,000ℓ。

事業所への搬入荷姿 専用容器の形状及び寸法（案）

○トランス筐体 ○取外した付属品 材質：鋼製

放熱器

○コア 100kg

重量：約1,000kg（容器自重込）

その他部品
上記専用容器に入る大きさになるまで

保管現場で解体作業を実施。

260kg/個

3,515

3,515

　大阪ＰＣB処理事業区域には、保管事業所で抜油や付属品の取外しを行っても、建物の
構造上、保管場所から搬出できないトランスが３台存在する。
　これら３台のトランスについては、トランス内部のＰＣＢ濃度を低減させた上で、トランスを
切断、分割し、ＪＥＳＣＯ施設に搬入させる技術を実証試験を重ねて確立した。 4,000
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2,100

保管事業者

2
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2,850

1,600

3,345

3,345

1,120

4,500
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Ｌ

1,870

合計1,183kg

Ｎｏ 容量（ＫＶＡ） 油量（Ｌ） 総重量（ｋｇ）

1 Ｙ社

Ｙ社

Ｈ

2,850

400

4,000

製品状態

地下6階、エレベータ設置

地下6階、エレベータ設置

地上100ｍ、エレベータ重量超過

寸法（ｍｍ）

Ｗ

グリーンハウスグリーンハウス

切断

コア

タンク

タンク

上部鉄心取外し

コア吊り出し 鉄心分解

コア専用容器

グリーンハウス

専用容器

W1420mm
L750mm

H700mm

タンク

（２）搬出困難なトランスの搬出促進のための現場対応 
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【概要】

超大型機器及び搬出不可機器等保管場所からの搬出又はJESCO処理施設への搬入が不可能な機器の処理を促進するため、保管現場で機器の解体（筐体切断・コア抜出し等）、機器内部のPCB濃度を低減させ収集運搬を可能にする。

【運転方法】

１．液循環運転 ２．気化溶剤循環運転

PCB濃度低減効果を高めるため、現場抜油・付属品取外し後にトランス筐体底部に残っている 液循環運転を数回繰り返した後、気化循環運転を繰り返します（数日～数週間）。

PCB油を抜出すため、トランス筐体に洗浄溶剤を投入し、ポンプ循環を数回実施します。

① 現地抜油・付属品取外し後のトランス筐体に新しい洗浄溶剤を注入します。 ① 液抜槽に新しい洗浄溶剤を投入します。

② 洗浄溶剤がコア表面のPCB油をせん断除去し滴下します。 ② 洗浄溶剤を蒸発器に送液します。

③ 滴下油（洗浄溶剤とコア表面PCB油混合）がトランス底部残留PCB油と混合されます。 ③ 蒸発器で単蒸留操作により気化ガスと蒸発器残液とに分離されます。

④ 混合油が溢出します。 ④ 気化ガスをトランス筐体に注入します。

⑤ 溢出油（洗浄溶剤とPCB油混合）をポンプで抜出し、再度トランス筐体に循環移送します。 ⑤ 気化ガスがトランス筐体内で凝縮され、コア内部のPCB油を浸透除去し滴下します。

（②～⑤を数回繰り返す） ⑥ 滴下油（洗浄溶剤とPCB油混合）がトランス底部残留PCBと混合されます。

⑥ 循環後、溢出油を系外に抜出します。 ⑦ 混合油をポンプで抜出し、蒸発器へ移送します。

（②～⑦の作業を目標濃度（500ppm）になるまで繰り返します。）

⑧ 蒸発器残留PCB油を適宜系外に抜出します。

⑨ 循環する洗浄油の量を確認し適宜新しい洗浄溶剤を追加投入します。

（130℃）

トランス 蒸発器 トランス 蒸発器

新規
溶剤

コア

③混合 P 液抜槽

①投入

②除去
（コア表面）

⑤循環移送
（溶剤：30℃）

④溢出
（混合油：30℃）

⑥抜出
（混合油）

内部温度：30℃
内部圧力：70kPa

コア

⑥滴下油&ヒール油
混合（30℃）

P 液抜槽

⑤除去
（コア内部）

④注入
（気化溶剤：130℃）

⑦溢出
（混合油：30℃）

⑧抜出
（PCB）

内部温度：50℃
内部圧力：5kPa未満

②移送
（混合油：30℃）

新規
溶剤

溶剤：気化

PCB：残留

③分離

１．液循環運転 ２．気化循環運転

①⑨投入
（新規洗浄溶剤）
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